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【配付資料】 

 資料：とりまとめ案 

 

 

平成 24年度総合的山岳環境保全対策推進事業 

とりまとめ案 
 

 

１．これまでの経緯 

 

・山岳地域のトイレは、かつては、そのほとんどがし尿の処理を行わない

まま、地下に浸透あるいはシーズン後に放流するという形態を取ってき

ていたため、周辺の植生や土質により状況は異なるが、特に利用者の多

いトイレを中心に悪臭、水場の汚染、景観破壊など、深刻な環境影響が

発生した。 

 

・この状況に対応するため、平成１１年、山小屋トイレの整備を補助する

制度が創設された。これまでに１００を超える民間等の山小屋トイレが

整備され、環境影響が大きく改善されるとともに、トイレの快適性・安

全性が向上した。近年、山ガールブームなどによる登山者の増加や山小

屋事業者の環境への意識の高まりも、トイレ整備の成果のひとつである

と考えられる。 

 

２．山小屋トイレの課題と対応策 

・山岳トイレは、し尿処理技術性能を十分発揮させるための設置場所の地

形等自然条件、インフラ条件、利用者数等利用条件、メンテナンス性等

管理条件等について十分検討を行い、導入する必要がある。 

 

・また、整備費のみならず維持管理費は、管理者にとって大きな負担であ

り、施設を利用する登山者の理解と協力が不可欠である。 

 

・尾瀬、富士山、南北アルプス、八ヶ岳等の山域では、既に多くの山小屋

トイレや公衆トイレに有料・チップ制が導入され、登山者に定着してい

る。 

 

・自然保護団体や山岳団体などへのアンケート結果からも、有料・チップ

制トイレの導入には概ね賛同が得られている。 
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・また、新たに整備し、有料・チップ制を導入した山小屋トイレについて

みても、有料・チップ制に対する利用者の反応は概ね良好である。 

 

・現在、山域や山小屋により、チップ、協力金、有料が混在しているが、

山小屋トイレの維持管理に利用者の負担を求めることに登山者の理解が

得られている状況も踏まえ、本助成制度により整備された山岳トイレに

ついては、利用者負担の考え方をより明確にし、本来支払うべきものと

いうことを示す有料制とすべきである。 

 

・その際、山岳地域におけるトイレの整備と維持管理には多大な費用がか

かることについて、事前の広報や現場での告知によりさらに広く理解を

求めるとともに、維持管理費に占める収入の割合や収入の使途等を公表

することが必要である。 

 

３．民間の山小屋を活用したトイレの整備事業継続の必要性 

 

①国民的レジャーとしての登山 

・登山は、国民がわが国の多様な自然や美しい景観と直接ふれあう機会を

提供するものであり、健全な心身を育み、いきいきとした社会の発展を

促すものである。特に、学校教育や青少年教育として、子どもたちに登

山等の自然体験の機会を与えることは、子どもたちの情操が豊かに育つ

ことに寄与することが期待される。 

 

・１０年前に約６百万人であった登山人口は、中高年層の百名山ブームや

山ガールブームなどにより、平成２０年度から平成２１年度にかけて男

女ともに急激に増加し、平成２２年度には 11百万人となっている。この

背景には、健康増進・維持に登山が有効であることが再認識されたこと

も大きな要因としてあげられる。 

 

・海水浴、釣り、ゴルフ、スキーといった主なアウトドアスポーツの人口

は、おおよそ１０年前の平成１５年度と対比すれば減少あるいは伸び悩

んでいる中で、登山だけは突出して伸びている。 

 

・平成２０年以降、登山関連雑誌の種類数も急激に増加し、登山の社会的

な認知度も高まっており、登山は今や国民に最も身近なレジャーの一つ
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となっている。 

 

②山小屋トイレの役割と必要性 

・山小屋は、登山者への宿泊や休憩、食事や食料提供の場としてのみなら

ず、トイレの提供や登山者の避難・救護等、登山者の安全確保と適正な

利用推進の幅広い役割を担っている。 

 

・山小屋の役割はその所有形態に関わりなく普遍的なものであり、民間の

山小屋のトイレも宿泊者等の直接的な利用者のみならず、山小屋を通過

する登山者も利用する公共的機能（公衆トイレとしての役割）を有して

いる。 

 

・これまでに、山岳環境等浄化・安全対策事業等により改修が進められて

きたが、整備が望まれる山小屋トイレも数多く残されている。 

 

・このため、山岳地域の自然環境や景観の保全を図るとともに快適な利用

環境を提供する上で、登山者数等の増加を始めとする山岳トイレを取り

巻く状況の変化を考慮しつつ、適正な処理能力と快適性を備えた山小屋

のトイレを整備することが不可欠である。 

 

③山小屋トイレの整備事業の継続の必要性 

・国立・国定公園は国が指定する自然公園であり、国や都道府県をはじめ

関係者が優れた自然環境を保全し、利用者に対する質の高いサービスを

提供することが不可欠である。 

 

・しかしながら、都市から遠く離れ、多くが車道の到達していない場所に

位置する山岳トイレの整備には、資材の運搬や要員の確保等にばく大な

費用を要する。 

 

・また、その後のトイレの清掃や汚泥等の処理といった維持管理を行う費

用も膨大なものとなり、登山ルート上で行程に応じて必要と考えられる

要所すべてに公衆トイレという形で山岳トイレを国が整備することは極

めて困難である。 

 

・このため、既存の民間の山小屋を活用し、公共的な役割を担うトイレと

して整備する費用の一部を国が助成する現在の制度は、ハード面のみな
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らず維持管理というソフト面においても国の予算の縮減に資する極めて

効率的なものであり、継続する必要がある。 

 

４．今後の山小屋トイレの整備のあり方 

・山小屋トイレの整備では、関係者が一体となって、登山者数、登山行程

（日帰り又は宿泊）、登山期間その他山域の実情に応じた施設導入や施設

の規模等について検討しつつ、山域の環境保全に取り組むことが重要で

ある。 

 

①地域協議会での課題 

・地域協議会においては、有料制とチップ制の意味や集金力の違い、事前

の広報の重要性、現場告知の方法、必要な維持管理費と料金設定等が議

論されている。 

 

・特に、必要な維持管理費と料金設定については、山域や施設によって事

情が異なるため、今後とも地域での議論を深め、登山者の理解を得なが

ら検討すべきと考えられる。 

 

・また、地域協議会は、山岳環境保全対策支援事業の補助要件として義務

づけられているものではあるが、登山道等も含め山域の施設の維持管理

や環境保全について幅広く協議する場となることが望まれる。 

 

②今後、整備を早急に行なうべき山域、施設 

・環境省が都道府県に対して行ったアンケート調査によると、今後３年以

内に１６件、５年以内に７件が整備予定となっている。また、検討中と

答えているものがこの他に１００件あり、これらが今後具体化するもの

と思われる。 

 

・本制度による助成先については、トイレの改善の必要性、整備による環

境改善の効果、登山者のニーズなどを踏まえ、優先順位を十分検討した

上で決定すべきである。 

 

③携帯トイレを導入する際のポイント 

・携帯トイレについては、一部の山域で積極的に普及が進められている。 

 

・携帯トイレの導入には、第一には山岳会など地元の団体が賛成すること
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と登山者の理解が得られることが重要である。 

 

・また、携帯トイレの普及には、入手しやすく、使いやすく、捨てやすい

という条件をすべて満たすことが必要であり、販売や回収について宿泊

業を含む観光関係者等が協力して進める体制をつくること、地元の自治

体や清掃組合の協力が得られることが重要である。 

 

・携帯トイレに対するわが国の登山者の認識等を踏まえれば、導入可能な

のは登山者数が比較的多く、既存のトイレがない山域に限られ、日帰り

登山の山域や、使用済みトイレがその日の宿泊地で回収できる仕組を有

する山域であることが必要となる。また、既存のトイレがある場合でも、

登山シーズンに一時的に利用が集中し、トイレに長い行列ができるよう

な時期には、トイレの処理負担を軽減するとともに、快適かつ安全な登

山を促すために、仮設の携帯トイレ用ブースを設けること等による携帯

トイレの活用が適切と考えられる。 

 

５．まとめ 

・登山がアウトドアスポーツの一つとして認識が高まる中、登山者の安全

確保と適正な利用推進において、山小屋に大きな期待が寄せられている。 

 

・他方、山小屋に求められる施設整備は、自然条件や登山者の構成等山域

毎の特性等により異なり、山小屋トイレの整備も諸条件に合わせて行う

必要がある。 

 

・このため、宿泊者のみならず通過者も利用する民間の山小屋トイレの整

備は、地域協議会等における協議の結果や山小屋を取り巻く状況を見極

めつつ、トイレ整備に必要な費用の一部を国が助成する現在の制度を今

後とも継続する必要がある。 
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（資料５）

整備済みの山岳トイレについて管理者等へのヒアリング結果

収入額 利用者数

（千円） （人）

山小屋 1 秩父多摩甲斐 未実施 未実施 10,000 非常に良い 未実施 良い 良い 良い 良い

山小屋 2 秩父多摩甲斐 １００円 100 5,000 良い 良い 良い 良い 非常に良い 変化なし
（キジウチ従来通り）

山小屋 3 富士箱根伊豆 ２００円 1,500 15,000 良い まあまあ 非常に良い 良い 良い まあまあ

山小屋 4 中部山岳 Ｈ２４年開始 Ｈ２４年開始 5,000 非常に良い 良い 良い 非常に良い 非常に良い 非常に良い

山小屋 5 中部山岳 Ｈ２４年開始 Ｈ２４年開始 3,000 良い まあまあ 良い 非常に良い 非常に良い 良い

山小屋 6 中部山岳 １００円 137 5,000 良い まあまあ 変化なし
（良→良）

良い 良い まあまあ

山小屋 7 中部山岳 協力金 200 5,000 良い 良い 良い まあまあ 良い 良い

山小屋 8 中部山岳 １００円 265 40,000 良い 良い 良い 良い 非常に良い 良い

山小屋 9 中部山岳 協力金 500 17,000 非常に良い 非常に良い 非常に良い 非常に良い 非常に良い 非常に良い

山小屋 10 中部山岳 １回１００円 2,700 40,000 非常に良い 良い 非常に良い 良い 非常に良い 良い

山小屋 11 中部山岳 １００円 265 20,000 非常に良い 良い 良い 良い 非常に良い 良い

山小屋 12 白山 Ｈ２４年開始 Ｈ２４年開始 1,000 非常に良い まあまあ 変化なし
（良→良）

非常に良い 非常に良い 変化なし
（キジウチ従来通り）

山小屋 13 南アルプス 未実施 未実施 10,000 変化なし 未実施 非常に良い 変化なし
（悪→悪）

悪化
（循環式の水が

汚れている）

変化なし
（キジウチ従来通り）

山小屋 14 八ヶ岳中信高原 協力金 20 5,000 非常に良い まあまあ 非常に良い 非常に良い 非常に良い 非常に良い

山小屋 15 八ヶ岳中信高原 ２００円 750 10,000 非常に良い 良い 良い 非常に良い 非常に良い 非常に良い

山小屋 16 中央アルプス（県立） １００円 343 5,000 良い 良い 変化なし
（良→良）

良い 良い 良い

山小屋 17 御嶽山（県立） １００円 117 1,000 非常に良い 良い 非常に良い 良い 良い 良い

山小屋 18 御嶽山（県立） １００円 172 3,000 まあまあ まあまあ 良い 良い 非常に良い 良い

有料・チップ制 利用者の反応 環境影響軽減効果

水源地への
影響軽減

臭気の改善 清潔感の改善
山小屋周辺の

状況
山小屋・施設名 公園名 料金表示額 利用者の反応 チップ制への反応
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